
瞑想センターの老人ホームに居住する男性

の
3
年
間
、N
P
O
活
動
の
一
環
で
、

キ
ュ
ー
バ
、ベ
ト
ナ
ム
、ミ
ャ
ン
マ
ー

の
順
で
医
療
現
場
を
回
っ
た
。短
期
の
見
聞
に

す
ぎ
な
い
が
、家
庭
医
や
保
健
所
が
機
能
し
て

い
る
か
ど
う
か
で
、生
活
と
民
心
が
左
右
さ
れ

る
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
。

 

仏
教
が
支
え
る
医
療・介
護

　

ミ
ャ
ン
マ
ー（
総
人
口
約
5
2
0
0
万
人
）

の
最
大
都
市
ヤ
ン
ゴ
ン
の
都
心
か
ら
車
で
約

40
分
、デ
コ
ボ
コ
道
を
揺
ら
れ「
タ
パ
ワ
・
瞑
想

セ
ン
タ
ー
」を
訪
ね
た
。

　

僧
侶
、尼
僧
ら
千
人
近
く
が
ざ
っ
と
2
千
人

の
貧
窮
者
や
病
人
の
世
話
を
し
て
い
る
。病
院
、

老
人
ホ
ー
ム
、デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
立
ち
並
び
、

ど
の
施
設
に
も
仏
像
に
向
か
い
祈
り
を
さ
さ

げ
る
瞑
想
の
場
を
設
け
る
。

　

複
数
の
病
棟
は
、い
ず
れ
も
ベ
ッ
ド
が
隙
間

無
く
並
び
、患
者
は
着
の
身
着
の
ま
ま
で
横
た

わ
る
。医
師
や
看
護
師
の
姿
は
な
く
、高
温
多

湿
の
外
気
が
そ
の
ま
ま
入
り
込
み
、難
民
キ
ャ

ン
プ
を
思
わ
せ
る
。「
重
病
者
は
総
合
病
院
へ

運
ぶ
が
、こ
の
10
年
で
1
2
0
0
人
を
み
と
っ

た
」と
案
内
人
は
言
う
。

　

老
人
ホ
ー
ム
は
6
階
建
て
。組
み
立
て
ベ
ッ

ド
が
並
び
、74
歳
の
男
性
は
右
半
身
麻ま

ひ痺
で「
家

族
に
頼
れ
な
く
て
」と
こ
こ
で
寝
起
き
す
る
。

病
弱
な
89
歳
の
夫
に
付
き
添
う
69
歳
の
妻
は

「
息
子
、娘
は
い
る
が
、経
済
的
に
苦
し
い
。も

う
入
っ
て
9
年
目
、こ
こ
は
安
心
」と
微
笑
ん

だ（
写
真
）。

　

食
費
も
無
料
で
、経
費
は
全
額
を
お
布
施
で

ま
か
な
う
。こ
の
国
に
根
付
く「
上じ

ょ
う
ざ
ぶ
ぶ
っ
き
ょ
う

座
部
仏
教
」

は
現
世
の
功
徳
が
来
世
の
生
ま
れ
変
わ
り
を

決
め
る
、と
い
う
。そ
の
教
え
に
従
い「
朝
食
費

だ
け
」「
お
や
つ
代
に
で
も
」と
、さ
さ
や
か
な

寄
進
が
多
い
。

 

地
域
医
療
の
不
備
と

 

病
院
集
中

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
の
政
府
系
医
療
機
関
は
外
来
、

入
院
と
も
無
料
だ
が
、医
薬
品
や
医
療
材
料
は

有
料
に
な
る
。公
的
な
医
療
保
険
の
加
入
者
は

こ
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身近な医療の
大事さ・難しさ

途上国の地域医療

　

　



１
つ
の
ベッ
ド
に
患
者
２
人
（
ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の
病
院
で
）

総
人
口
の
2
%
程
度
。高
所
得
者
は
民
間
病

院
を
利
用
す
る
。

　

大
都
市
に
は
大
病
院
や
専
門
病
院
、各
州
に

地
域
総
合
病
院
が
あ
る
。次
い
で
タ
ウ
ン
シ
ッ

プ（
人
口
10
〜
20
万
人
）ご
と
に
地
域
病
院（
20

床
前
後
）を
配
し
、そ
の
下
に
保
健
セ
ン
タ
ー

が
4
〜
7
カ
所
、さ
ら
に
サ
ブ
セ
ン
タ
ー
も
多

数
あ
る
。だ
が
、保
健
セ
ン
タ
ー
、サ
ブ
セ
ン

タ
ー
に
医
師
、助
産
師
、看
護
師
を
派
遣
で
き

ず
、資
格
の
な
い
補
助
助
産
師
ら
に
頼
る
。

　

首
都
ネ
ー
ピ
ー
ド
ー
で
、社
会
福
祉
省
の
担

当
者
は「
地
域
の
努
力
で
保
健
セ
ン
タ
ー
が
作

ら
れ
た
」「
政
府
も
設
置
に
努
め
る
が
、悩
み
は

ス
タ
ッ
フ
不
足
」と
い
う
。人
口
1
万
人
当
た

り
医
師
は
5
・
4
人
、看
護
師
5
・
1
人
、助
産

師
3
・
8
人
、と
く
に
看
護
師
不
足
は
深
刻
だ
。

　

身
近
な
医
療
機
関
が
不
足
し
、都
市
部
で
は

大
病
院
に
患
者
が
集
中
す
る
。代
表
的
な
ヤ
ン

ゴ
ン
第
一
医
科
大
学
の
病
棟
は
付
き
添
い
家

族
を
含
め
雑
踏
状
態
だ
っ
た
。

 

対
照
的
な

 

ベ
ト
ナ
ム
と
キ
ュ
ー
バ

　

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア
の
機
能
不
全
が
過
度

の
病
院
頼
み
を
引
き
起
こ
す
の
は
途
上
国
共

通
の
現
象
の
よ
う
だ
。そ
の
典
型
が
ベ
ト
ナ
ム

（
総
人
口
約
9
2
0
0
万
人
）だ
っ
た
。

　

首
都
ハ
ノ
イ
の「
公
立
バ
ク
マ
イ
病
院
」は
、

21
階
の
新
病
棟
を
建
て
計
3
2
0
0
床
を
数

え
る
が
、入
院
患
者
数
の
方
が
は
る
か
に
多
い
。

「
2
人
で
1
台
の
ベ
ッ
ド
を
使
う
の
も
し
ば
し

ば
で
」と
副
院
長
は
嘆
い
た
。

　

ホ
ー
チ
ミ
ン
市
の「
公
立
チ
ョ
ー
ラ
イ
病

院
」も
1
9
3
0
床
に
平
均
で
入
院
患
者
約

2
7
0
0
人
、外
来
5
0
0
0
人
超
。ベ
ッ
ド

の
共
用
、簡
易
ベ
ッ
ド
で
の
仮
寝
が
常
態
化
す

る（
写
真
）。看
護
師
は
医
師
の
補
助
に
徹
し
、

付
き
添
い
の
家
族
が
患
者
を
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー

に
乗
せ
て
手
術
室
へ
運
び
、車
椅
子
で
診
察
科

を
渡
り
歩
く
。

　

医
療
の
提
供
体
制
は
中
央
、省
、郡
の
3
層

構
造
で
整
備
さ
れ
た
。し
か
し
、地
域
の
ヘ
ル

ス
セ
ン
タ
ー
の
多
く
が
機
能
不
全
に
陥
っ
て

■
宮
武  

剛
（
み
や
た
け
・
ご
う
）

毎
日
新
聞
社
・
論
説
副
委
員
長
、埼
玉
県
立
大
学
、目
白
大
学
・
大
学
院
の

教
授
を
経
て
、一
般
財
団
法
人
日
本
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
振
興
会
理
事

長
。財
務
省「
財
政
制
度
等
審
議
会
」委
員
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ「
福
祉
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

ジ
ャ
パ
ン
」副
会
長
も
務
め
る
。

い
る
。そ
の
1
つ
、ハ
ノ
イ
近
郊
の
ヘ
ル
ス
セ

ン
タ
ー
で
常
駐
の
若
い
医
師
は「
予
防
活
動
が

中
心
。検
査
機
器
は
な
く
、薬
品
も
足
り
な
い
」。

外
来
は
月
平
均
70
〜
80
人
で
閑
散
と
し
て
い

た
。

　

同
じ
社
会
主
義
国
の
キ
ュ
ー
バ
（
同

1
1
2
0
万
人
）は
対
照
的
だ
っ
た
。

　

住
民
千
人
当
た
り
1
カ
所
の
診
療
所
を
設

け
、医
師
と
看
護
師
が
住
み
込
む
。医
師
数
は

人
口
1
万
人
当
た
り
75
人
で
、日
本
の
3
倍
以

上
。診
療
所
に
は
血
圧
計
が
あ
る
程
度
だ
が
、

医
師
と
看
護
師
は
地
域
を
歩
き
、全
て
無
料
で

診
察
と
相
談
に
あ
た
る
。

　

診
療
所
の
待
合
室
で
身
重
の
母
親
た
ち
の

屈
託
な
い
笑
顔
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
同
様
に
貧
し
く
、生
活
必
需
品

は
配
給
制
度
だ
が
、出
産
千
人
当
た
り
乳
児
死

亡
率
4
は
米
国
の
6
よ
り
優
る
。ち
な
み
に

ミ
ャ
ン
マ
ー
は
40
、ベ
ト
ナ
ム
は
17
、日
本
は

2（
世
界
子
供
白
書
2
0
1
7
）。

　

プ
ラ
イ
マ
リ
ー
ケ
ア
は
経
済
発
展
の
度
合

い
を
超
え
て
民
心
の
安
定
を
も
た
ら
す
の
だ

ろ
う
。
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